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協力活動紹介 

２ 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は、現在ブラジルのサンパウロ州アラサツーバ市にて活動しております。 

サンパウロの中心部からおよそ５００㎞内陸部にある「アラサツーバ日本語普及センター」にて 

日本語教師として派遣されています。 

１９３５年に設立され、戦争中の５年間の閉校後１９９１年に改修し 

「北西地域モデル校」として再校された学校です。 

 

現地の先生は３名で生徒数は約９０名です。このうち、約７０％の生徒が日系人です。 

ブラジルはポルトガル語が公用語のため、日本語で話す機会は少ないのですが 

日本人の祖先を持つ生徒さんたちが、この日本語学校で日本語と日本の文化を学んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校では、日本語習得が第一の目標ですが、一年を通して数々のイベントが行われています。 

３月には「ひなまつり」５月には「子供の日」７月には「七夕」というように 

日本文化を象徴するような行事を行っています。 
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毎週、水曜日と木曜日には文化教室という時間が設けられていて、私の担当となっています。 

毎週内容を変えて行っております。私の趣味である茶道を活かして「茶道教室」も行いました。 

また、「書道教室」もたいへん人気があります。 

日本らしいお菓子を紹介したいと思い、「わらびもち作り」をしました。 

暑い地域なので、冷たくて甘いお菓子は、とても喜んでもらえました。 

 

 

 

あと半年で帰国となります。ブラジルで活動したことが誇りに思えるように、 

残りの日々を大切にして活動したいと思っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲茶道教室 ▲書道教室 ▲わらびもち作り 


